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リ
ベ
ン
ジ
の
大
雪 

当
麻
乗
越
！ 

 

天
気
が
安
定
せ
ず
延
期
し
て
臨
ん
だ
７
月
２
６
日
は
、
正
に
登 

山
日
和
、
早
朝
５
時
１
５
分
に
札
幌
を
出
発
し
、
９
時
ロ
ー
プ
ウ 

ェ
イ
山
頂
駅
を
出
発
。
薄
曇
り
で
旭
岳
は
ガ
ス
が
か
か
り
、
活
発 

な
噴
煙
が
見
え
る
だ
け
。
気
温
は
１
０
度
な
が
ら
無
風
で
寒
く
は 

あ
り
ま
せ
ん
。 

 
こ
ん
な
穏
や
か
な
天
気
は
珍
し
い
ね
！
と
夫
婦
沼
を
過
ぎ
た
辺 

り
日
本
有
数
と
言
わ
れ
る
チ
ン
グ
ル 

マ
の
群
落
は
、
既
に
綿
毛
状
態
。 

 

右
手
に
噴
気
（
何
時
も
よ
り
激
し 

く
感
じ
た
？
）
を
見
な
が
ら
歩
を
進 

め
る
と
エ
ゾ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
。
ア
オ 

ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
エ
ゾ
ツ
ザ
ク
ラ
、 

ま
だ
ま
だ
新
鮮
な
チ
ン
グ
ル
マ
、
大 

雪
固
有
種
の
瑞
々
し
い
キ
バ
ナ
シ
ャ 

ク
ナ
ゲ
の
何
と
美
し
い
こ
と
！ 

  
 

          

 

これからの予定 

８月９日(日） 黒岳 

 上口氏まで  (予備日 8/23) 

 

９月１３日に予定していた朝里天

狗岳は、夏期交流会と重なったの

で９月２７日に変更します。 

 

 

 

私
の
一
押
し
の
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
の
開
花
に
は
、 

ま
だ
早
か
っ
た
の
が
残
念
！ 

裾
合
平
で
小
休
止
の
後
、
大
塚
、
小
塚
を
右
手 

に
見
な
が
ら
順
調
に
歩
を
進
め
、
水
量
を
心
配
し 

た
ピ
ウ
ケ
ナ
イ
川
は
、
飛
び
石
に
足
を
乗
せ
る
と 

水
が
浸
る
水
量
で
、
無
事
乗
り
切
っ
て
、
こ
の
コ 

―
ス
１
番
の
急
斜
面
を
登
り
切
る
と
、
１
２
時
当 

麻
乗
越
に
到
着 

 

ほ
ぼ
標
準
タ
イ
ム
の
３
時
間
で
踏
破
！
に
黄
金 

世
代
（
後
期
高
齢
者
と
言
う
な
か
れ
。）
は
大
満
足
。
し
か
も
咲
き
誇
る
お
花 

畑
を
激
写
し
な
が
ら
で
す
か
ら
。
こ
こ
か
ら
の
池
、
島
、
岩
の
広
が
る
美
し
い

湿
原
は
、
こ
こ
を
「
神
遊
び
の
庭
」
と
言
わ
ず
に
何
処
を
言
う
の
か
。
前
回
は

ガ
ス
で
十
分
堪
能
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。 

下
山
途
中
に
は
青
空
も
見
え
始
め
、
安
足
間
の
山
並
み
や
、
最
後
に
は
旭
岳

の
勇
姿
も
。
１
５
時
３
０
分
、
山
頂
駅
に
到
着
。
皆
さ
ん
、
満
足
の
笑
顔
で
し

た
が
、
心
残
り
は
環
境
整
備
の
協
力
金
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
事
。
次
回
は
忘
れ

ず
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
(

大
橋 

 

記) 

 
 

 
 

 

 

 

 

７
月
５
日
、
道
ス
キ
ー
協
第
２
２
回
代
表
者
会
議 

と
４
５
周
年
記
念
祝
賀
会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。 

代
表
者
会
議
に
は
全
道
か
ら
３
８
名
が
参
加
し
、
討 

論
で
は
各
ク
ラ
ブ
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
若
い
人
の 

会
員
を
増
や
す
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
実
行
し
て 

い
る
と
の
事
で
し
た
。 

 
午
後
か
ら
の
祝
賀
会
で
は
、
会
長
挨
拶
、
ス
キ
ー 

協
創
立
期
メ
ン
バ
ー
、
諸
先
輩
へ
の
感
謝
状
授
与
、 

乾
杯
、
歓
談
、
２
０
周
年
記
念
時
の
ビ
デ
を
上
映
、 

記
念
撮
影
に
て
終
了
し
ま
し
た
。 

（
石
塚 

記
） 

 


